
30T-amOl
タマネギエキスの性腺機能低下および慢性ス トレスに対する作用
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【目的】アンドロゲンは加齢やス トレスにより低下し､男性更年期障害や QOLの
低下を引き起こす｡一方､ネギ科植物には含硫アミノ酸を多く含有し､アンドロ

ゲンに対する作用が知られている｡そこで本研究では含硫アミノ酸を濃縮 したタ

マネギェキスのアンドロゲン増加作用ならびに抗ス トレス作用を検討 した｡

【方法】モデル動物として ddY雄性マウスを用い､下腹部を温水(42℃,30分)に

浸漬させた性腺機能低下モデル､および拘束(16時間/冒)を 1週間かけた慢性ス ト

レスモデルを作製 した｡タマネギエキスはプロピルシステインスルフオキシ ド

(PCSO)等の含硫アミノ酸を多量に含むエキスとして作製 し､水に溶解 してPCSO

を2%含む溶液として自由飲水で摂取させた｡アンドロゲン増加作用は血衆テス ト

ステロン値､抗ス トレス作用は血柴コルチコステロン値により評価 した｡また､

マウス精巣初代培養細胞を用いて含硫アミノ酸(アリイン､シクロアリイン､メチ

ルシステインスルフオキシ ド)のテス トステロン分泌能を検討 した｡

【結果 ･考察】性腺機能低下モデルでは､温水に浸漬後 2週間のタマネギエキス

摂取により､精巣重量に差はみられなかったのに対 し､血渠テス トステロン値は

非投与群に比し､有意の高値を示し､アンドロゲン増加作用が認められた｡含硫

アミノ酸類の精巣に対する作用は無添加のものに比し､いずれも有意な差が認め

られず､これらアミノ酸類のアン ドロゲン増加作用が精巣に対する直接作用でな

いことが示唆された｡一方､慢性ス トレスモデルでのタマネギエキス摂取群では､

非投与群に比し血衆コルチコステロン値は有意に低値を示 したことから､抗ス ト

レス作用が示唆された｡また同時に､血祭テス トステロン値は非投与群に比し高

値であり､ス トレス性のアンドロゲン低下に対する抑制作用が認められた｡


